
著
作
者
人
格
権
に
関
す
る

考
察

ー

l
法
制
比
較
の
試
み

(
そ
の
二
)

ー
、
は
じ
め
に

E
、
ベ
ル
ヌ
条
約
に
お
け
る
「
著
作
者
人
務
権
」

ー
、
ロ

l
マ
改
正
会
議
で
の
イ
タ
リ
ア
提
案

2
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
会
議
以
降
の
規
定

班
、
諸
問
の
法
制
に
み
る
「
著
作
者
人
格
権
」

ー
、
「
著
作
者
人
絡
権
」
の
偶
数
と
地
域
分
布

2
、
公
表
権
を
納
と
し
た
比
較

3
、
氏
名
表
示
機
を
軸
と
し
た
比
較
(
以
上
前
稿
)

4
、
同
一
一
位
保
持
権
を
納
と
し
た
比
較

川
ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
会
議
に
お
け
る
同
一
性
保
持
機
拡
大
の
試

み

倒
ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
規
定
の
解
釈

凶
著
作
者
は
「
名
誉
又
は
声
'
沼
を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
改

変
等
」
に
異
議
を
申
し
史
て
符
る
と
す
る
解
釈

著
作
者
人
格
権
に
関
す
る
一
考
察
(
そ
の
二
)
(
-
円
波
)

戸

波

代

美

日
u(
 
務
作
者
は
「
名
後
又
は
戸
望
を
評
す
る
お
そ
れ
の
な
い
改

変
等
」
に
異
議
を
中
し
伝
て
符
な
い
と
す
る
解
釈

矧
諸
問
の
対
応

凶
「
名
川
崎
h

、
k
F
望
」
姿
件

同
「
名
出
品
川
、
声
喫
」
要
件
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
川
す
る
諸

芯
且
一「

名
川
件
、
戸
胡
川
」
要
件
に
、
保
護
を
狭
め
る
と
み
な
さ

れ
る
修
正
を
加
え
る
繍
凶

「
名
浪
花
、
戸
的
巳
」
婆
件
に
、
保
護
を
広
げ
る
と
み
な
さ

れ
る
修
正
を
加
え
る
諸
問

「
中
口
氏
吋
、
戸
紫
」
要
件
に
称
、
ぇ
、
独
自
な
内
符
の
要
件

を
定
め
る
縮
問

「
名
夜
、
声
明
日
」
要
件
に
対
応
す
る
要
件
を
定
め
な
い

車
協
汎
珂

)
 

h
u
 

(c) (d) (e) 

IILI 
F七
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5
、
そ
の
他
の
比
較

川

修

d
権

N
W

撤
同
機

ゆ
ア
ク
セ
ス
権

矧
廃
棄
通
知
党
結
権

樹

名

作

権

寸
ん
い
'rH

υけ

F
i
ふ
A
J

作
、
一
民
作
行
人
終
権
」
の
制
限
等
(
以
ド
次
稿
〉

「
変
更
権
」

「
監
督
権
」

小 I"J
括
保
持
絡:
を
補
強
す
る
そ
0) 

他
0) 

縦

A. 

4
、
同
一
性
保
持
権
を
軸
と
し
た
比
較

守

ブ

ラ

y
セ
ル
改
正
会
議
に
お
け
る
川
a
M
H
保
持
絡
拡
大
の
試
み

前
総
で
は
、
清
川
の
法
制
に
み
ら
れ
る
「
針
作
行
人
w
約
機
」
を
、
一
;
権

利
例
殺
と
山
削
一
城
パ
一
d
l
作
一
つ
公
ド
氏
一
維
の
納
一
寸
氏
名
打
点
小
僚
の
制
」
に
必
づ

ハ
ご
i

h

パ
ス
〆
九
百
い
い
点
"
で
ま
、
「
d
.
押

υ
ま
4
作
り
油
一
二
院
¥
ゴ
く
十
七

L
』
!
可
0

・
1
1
7
J
r
f
l
ザ

l
f
f
J
t
L
4
L
l
j
'
i
j

絞
、
一
そ
の
他
の
比
絞
」
を
試
み
る
こ
と
に
す
る

凶
性
保
持
機
を
比
絞
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
、
ベ
ル
ヌ
条
約
ブ

ラ
ッ
セ
凡
改
正
会
議
九
九
同
八
年
)
の
…
給
料
に
パ
及
し
て
お
こ
う
の

IILI 
J¥. 

ブ
ラ
ッ
ゼ
ル
改
正
会
必
に
お
い
て
は
、
川
一
明
保
持
機
の
拡
大
が
試
み

ら
れ
た
が
、
修
正
さ
れ
た
け
川
島
性
保
持
械
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解
釈
に

粁
「
の
相
違
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
c

前
総
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

b

九
A

-

八
年
の
ロ

l
マ
改
正
会
議
に
お

い
て
イ
タ
リ
ア
の
提
案
し
た
同
宇
性
保
持
株
(
「
荷
作
祈
ノ
粉
神

t
ノ

利
抵

S
M
o
gご
E
2
2
2
)
ヲ
市
ス
ベ
キ
持
作
物
ノ
.
一
切
j
u渡
辺
ニ

じ
比
例
均
ス
ル
ノ
権
利
」
)
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
英
米
法
系
祐

川
の
以
対
に
泣
い
、
「
精
神
L
L

ノ
利
説
」
を
「
名
制
作
J
A

ハ
啓
明
日

p
o
p

E
H
U
2
2勺
c
g
t
oロ
こ
の
訴
に
符
え
、

d
h作
物
ノ
改
鼠
、
裁
除
J
A

ハ
立
ノ
他
ノ
変
必
一
一
シ
テ
牧
れ
れ
私
自
ノ
名
符
又
ハ
戸
明
ヲ
宍
ス
ル
コ
ト
ア

ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ
対
、
ン
一
ア
民
議
ヲ
述
ブ
ル
ノ
紘
利
」
へ
と
改
め
ら
れ
た
c

ロ
1
2
マ
改
正
会
ぷ
の
同
一
一
件
保
持
続
は
、
イ
タ
リ
ア
の
終
楽
よ
り
も
保

設
の
及
ぶ
範
同
が
狭
め
ら
れ
、
英
米
法
系
羽
山
Mm
も
条
約
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
ε

し
か
し
、
こ
の
ロ
ー
マ
改
正
会
議
の

M
A
性
保
持
株
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
、
保
護
の
及
ぶ
秘
問
を
広
げ
よ
う
と
す
る
動
さ
が
あ
り
、

S
-
C

年
後
に
同
か
れ
た
ブ
一
フ
ソ
セ
ル
改
正
公
縫
で
は
、
同
‘
利
保
持
権
を
拡

大
す
る
修
正
規
定
が
刊
悦
楽
さ
れ
た
。

ブ
ラ
ッ
セ
ル
会
議
で
は
、
ま
ず
、
去
作
物
へ
の
改
変
等
が
学
議
行
の

子
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
持
作
符
の
名
パ
パ
メ
は
戸
玖
が
持
さ
れ

る
こ
と
が
な
く
と
も
‘
表
作
行
の
人
絡
が
日
以
ム
訂
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
、

ま
た
、
持
作
物
そ
の
も
の
が
改
変
等
さ
れ
な
く
と
も
、
仲
名
作
物
の
利
川



に
よ
り
表
作
者
の
人
絡
が
佼
窓
口
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
、
と
の
見
解
が
示

さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
基
づ
き
、
ロ
ー
マ
改
正
規
定
の
「
其
ノ

他
ノ
変
更

S
F
2
8
a銭
円
忠
芯
ロ
こ
を
「
い
づ
れ
の
利
用
(
同
ロ
可
己
白
'

E
位
。
ロ
)
」
の
諮
に
、
「
名
饗
又
ハ
械
情
繋

9
0
5
E
S
耳
切

g
g丘
o
p
こ

を
「
精
神
的
利
益
(
名

E
Z弘
仲
間

ggmg)」
の
訴
に
霞
き
換
え
、

「
著
作
物
の
改
'
鼠
、
戴
除
又
は
い
づ
れ
の
利
別
に
も
、
務
作
物
の
精
神

的
利
益
を
市
資
す
る
こ
と
あ
る
べ
き
も
の
に
対
し
て
、
異
議
を
述
ぶ
る

の
権
利
」

と
す
る
修
正
規
定
が
提
案
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
修
正
規
定
に
新
た
に
採
用
さ
れ
た
「
い
づ
れ
の
利
用
」

の
語
に
つ
い
て
は
、
概
念
が
あ
ま
り
に
も
広
す
ぎ
る
、
一
筋
の
滋
味
と
効

果
に
疑
問
が
あ
る
(
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
パ
キ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
)
と
の
反
対

意
見
が
述
べ
ら
れ
、
「
精
神
的
利
益
」
の
請
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
数
カ
悶
が
そ
の
採
用
を
支
持
し
た
も
の
の
、
十
分

明
確
な
も
の
と
は
忠
わ
れ
な
い
(
ノ
ル
ウ
ェ
ー
)
、
余
り
に
も
漠
然
た

る
思
想
に
立
脚
し
た
る
も
の
(
オ
ラ
ン
ダ
)
、
こ
の
訴
を
宗
教
k
の
意

味
に
用
い
る
傾
向
の
あ
る
若
干
の
闘
で
は
誤
解
の
原
閃
と
な
る
か
も
し

れ
な
い
(
ポ
ル
ト
ガ
ル
)
と
の
反
対
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
し
て
「
著
作
者
の
文
芸
的
、
芸
術
的
声
援

(
E回
会

Z
m
E
P
O『唱
団
)

E
m
g
q
R
m
ユ
E
W
吋
告
ロ

g
a
g
)」
(
ノ
ル
ウ
ェ
ー
)
、
「
正
当
な
精

神
的
利
益

(
V
仲
間
吉
田
仲
間
切
笠
宮
包
ぽ
芯
諸
国
宮
)
」
(
ポ
ー
ラ
ン
ド
)
「
著

著
作
者
人
格
権
に
関
す
る
一
考
察
(
そ
の
ニ
)
(
一
戸
波
)

作
物
に
お
け
る
人
格
的
利
絵

(
V
Z
M
M
R
Sロ
包
仲
間
宮
富
田
仲
間

B

F担

当
O
持
)
」
(
ス
イ
ス
)
の
誘
を
用
い
た
、
よ
り
制
限
的
な
内
容
の
同
一

情
保
持
機
が
提
案
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
提
案
の
大
半
に
つ
い
て
も
、
と
り
わ
け
英
米
法

系
訪
問
は
反
対
の
意
向
を
示
し
、
な
か
で
も
イ
ギ
リ
ス
は
、
「
人
格
権

は
条
約
に
掲
げ
な
い
方
が
よ
い
。
:
:
:
し
か
し
第
六
条
の
二
が
削
除
で

き
な
け
れ
ば
、
:
:
:
い
か
な
る
場
合
で
も
規
定
の
強
化
ま
た
は
発
燥
を

受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
、
ロ
ー
マ
改
正
会
議
に
お
け
る
と
同

じ
く
、
「
著
作
者
人
格
権
」
へ
の
消
械
的
な
態
度
を
強
く
示
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
チ
ェ
コ
・
ス
ロ

パ
キ
ア
の
代
表
か
ら
な
る
特
別
小
委
員
会
は
、
「
人
絡
権
の
保
護
を
改

務
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
、
そ
の
実
綴
が
戎
証
さ
れ
た
ロ

I
マ
規
定
か

ら
は
で
き
う
る
限
り
離
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
し
」
と
の
見
解
を
表
明

{U-
し
、
英
米
法
系
諸
問
と
大
隊
法
系
諸
問
の
立
場
の
妥
協
を
閲
ろ
う
と
し

た
。
問
委
員
会
は
、
現
行
条
文
に
「
包
含
さ
れ
な
い
場
合
を
目
的
と
す

る
補
足
的
な
刑
訴
」
と
し
て
「
著
作
物
に
対
す
る
そ
の
他
の
佼
寄
」

(釦ロ可

r
g
m
m
g弓
釦
注
目
。
ロ

B
g
g丘
O
ロ

g
v広
場
。
岳
)
を
加
え
る

こ
と
を
提
案
し
、
同
一
性
保
持
機
は
、
円
著
作
物
の
変
更
、
切
除
そ
の

他
の
改
変
又
は
著
作
物
に
対
す
る
そ
の
他
の
侵
害
で
自
己
の
名
誉
又
は

声
望
を
出
資
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
る
権

利
」
と
、
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

羽
九
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波
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制
ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
規
定
の
解
釈

で
は
、
こ
の
ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
会
議
に
お
い
て
修
正
さ
れ
た
附
一
性

保
持
織
を
通
じ
て
、
去
作
持
は
「
名
、
減
目
又
は
声
明
一
を
得
す
る
お
そ
れ
の

な
い
改
変
等
」
や
「
務
作
物
の
利
川
に
よ
る
侵
符
」
に
対
し
、
異
議
を

申
し
立
て
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
著
作
物
の
利
川
に
よ
る
佼
況
に
へ
の
呉
議
の
中
し
ん
は
て
に
つ
い
て

は
、
「
表
作
物
の
利
川
に
よ
る
佼
犯
と
が
ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
会
議
の
加

え
た
補
足
的
な
府
議
で
あ
る
「
鋭
利
作
物
に
対
す
る
そ
の
他
の
佼
中
立
に

該
汚
す
る
と
通
常
は
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
著
作
お
が
こ
れ
に
災
議
を

ゆ
し
点
て
る
こ
と
へ
の
異
論
は
見
受
け
ら
れ
な
い
ο
中
i
時
の
会
議
の
模

様
を
伝
え
る
議
文
も
「
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
お
い
て
、
人
々
は
す
で
に
、
持

作
物
も
ま
た
そ
の
性
質
に
適
し
た
外
的
な
配
滋

(
2
5
F円
2
2三
日

g
g官
。

nvg島
四

位

H
H
a
o

吋
巾
何
回
口
寄
付
宮
)
が
必
必
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
」
お
り
、
会
議
で
は
、
持
作
物
へ
の
佼
中
小
川
は
、
符
作
物
そ
の
も

の
の
改
変
待
を
通
じ
て
の
み
生
じ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
診
え
が
主
導

的
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
持
作
者
の
「
名
誉
え
は
戸
認
を
巾
ふ
か
す
る
お
そ
れ
の
な

い
改
変
等
」
へ
の
異
議
の
巾
し
点
て
に
つ
い
て
は
、
解
釈
が
分
か
れ
て

い
る
。

凶
詩
作
詩
は
「
名
MAVH

又
は
戸
裂
を
合
宿
す
る
お
そ
れ
の
な
い
改
変
等
」

に
県
議
を
申
し
立
て
得
る
と
す
る
解
釈

ロ
ー
マ
改
正
規
定
は
、
そ
も
そ
も
著
作
物
の
「
改
鼠
」
「
戴
除
」
及

。

び
「
著
作
符
ノ
名
勝
又
ハ
盤
紫
ヲ
符
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
ソ
ノ
他
ノ
変

挺
」
に
異
議
を
中
し
い
仏
て
る
権
利
を
定
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
ブ
ラ
ッ

セ
ル
改
正
波
定
に
つ
い
て
も
、
著
作
弘
行
は
「
改
鼠
」
「
故
除
」
に
対
し

て
は
「
絶
対
的
に
(
由
O
C
〈品『阻

50gg-亡
、
ま
っ
た
く
'
け
山
に
(
件
。
出
窓

口
宮
『
な
こ
反
対
で
き
る
と
す
る

S
口
同
富
島
市
吋
教
授
や
、
ブ
ラ
ッ
セ

ル
改
正
規
定
は
、
凶
表
作
物
の
「
改
変
」
「
切
除
」
「
そ
の
他
の
変
更
」

に
反
対
す
る
権
利
と
、
同
円
減
臼
作
者
の
名
誉
え
は
戸
壊
を
害
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
「
著
作
物
に
対
す
る
そ
の
他
の
佼
山
中
山
」
に
以
対
す
る
権
利
、
と

い
う
・
・
4

取
に
構
成
(
N
d
弔
問
問

mwnvoog仲
間
ロ
ロ
回
開
立
さ
れ
た
権
利
を
定
め

た
と
す
る
∞
品
目
お
ユ
博
士
や
垣
内
wm
ロ
ミ
博
士
は
、
著
作
名
は
「
名
誉

え
は
戸
紫
を
ゆ
品
川
す
る
お
そ
れ
の
な
い
改
変
等
」
に
も
呉
滋
を
申
し
立
て

符
る
と
説
く
。

似
に
こ
の
解
釈
を
数
式
に
す
る
と

説
明
作
者
は
、

「
山
片
時
」
+
「

g
蒋
」
十
「
内

s
e
s時
測
」
+
「
齢
嚇
知
立
澗
陥
品
即
嚇

斗
山
伊
仙
山
内
崎
H
S
級
以
」
×
「
蝋
脊
S
-
H山市4
4
・
以
内
G
U
詮

S
前
嚇
」

に
災
議
を
出
・
し
訟
で
得
る
、
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
「
名
後
又
は
声
望
を
得
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
」
は
「
著

作
物
に
対
す
る
そ
の
他
の
佼
山
内
」
に
の
み
か
け
ら
れ
て
お
り
、
お
作
者

は
「
改
変
」
「
切
除
」
「
そ
の
他
の
変
必
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
「
名

刷
物
リ
メ
は
戸
認
を
得
す
る
お
そ
れ
の
な
い
」
場
合
に
も
、
県
議
を
山
中
し
玄

て
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
な
る
。



(B) 

松
制
作
者
は
「
名
誉
又
は
戸
建
を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
改
変
等
」

に
奨
議
を
申
し
立
て
得
な
い
と
す
る
解
釈

こ
れ
に
対
し
、
ロ

I
マ
改
正
規
定
か
ら
ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
規
定
へ
の

条
文
の
文
法
構
造
の
変
化
に
精
白
し
、
者
作
者
は
「
名
誉
又
は
声
望
を

唯
一
目
す
る
お
そ
れ
の
な
い
改
変
等
」
に
異
議
を
申
し
立
て
得
な
い
と
説
く

解
釈
も
あ
る
。
こ
の
解
釈
の
主
張
す
る
条
文
の
文
法
構
造
の
変
化
に
言

及
す
る
に
は
、
該
中
ー
す
る
条
文
館
所
(
関
係
文
〈
詞
〉
の
「
名
替
又
は

声
望
を
常
一
目
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
」
)
を
原
請
で
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。

ロ
ー
マ
改
正
規
定
六
条
二

仏
一
浦
正
文

:
-
p
g
g志
向
同
角
2
5
m仲問。
P

g
己
仲
間
同
位
。
回
。
ロ
曲
己
可
申

g
a出
g
t
oロ円四
o
g
e
g
gロ
ミ
巾
・
。
民
団
冊
目
宗

ua宮
e
n
u
g叩

-
J
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l
1
f
i
l
l
i
p
-
I
l
a
-

P田
S
E
E
E
H
S
P
E
E宮
g
a
g
-

独
説
訳
:
・
田
W
V
V偽
抱
月
間

HM仲
田
な
ロ
ロ
ロ
mw
〈
母
国
5
8
B冊目ロロ
m
o
r『

明
。
ロ
由
民
問
叩
ロ
〉
出
向
凶

21戸
何
回
肉
食
巾
由
。
田

SFM1wmmwNgd豆島田『田市品い
N申
HMU

島
広
岡
田
宮
湾
問
v
z
a
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伯
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ロ
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回
開
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釦
げ
酔
一
誌
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v
s
s

{
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v

d
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ブ
ラ
ッ
セ
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改
正
規
定
六
条
一
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仏
説
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島
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ベ
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P
宮
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邑
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仲
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ロ
。
ロ
田
区
可
申

g
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間
口
阻
ま
ロ
偽
申
口
市
洋
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g
g
3
p
o
g
伊

g
d
g
m
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g
Z
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田
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0戸HP
由回『
b
M
M

戸HCW仲間。ロ・

表
作
詩
人
格
機
に
関
す
る
一
考
察
(
そ
の
一
一
)
(
戸
波
)

独
語
訳
・
:
田
仲
nv
』
包
貧
困
ロ
g
gロロロ
m-
〈巾
g
g
g
g
m
E口
問
。
色
。
吋

8
5
t
m
g
〉
足
。
E
H
M
m
e
s
s
d司
叩
吋

w
g
a
R
W島
2
8
E

号
EHM
回
申
包

E
E島
広
告

Hpm
島

恒

国

語

s
w
-
2
2
1
r
z
Z
N
8・

43-nv♂
叩
伯
仲
ロ
母
国
何
回
E
a
m吋
E
E冊
目
同
氏

g
n
v
E
E
2
E

W
C
ロロ
4Fmw

ロ・

条
文
を
朕
誘
で
比
駁
す
る
と
、
ロ
ー
マ
改
正
規
定
の
関
係
文
「
名
誉

又
は
声
望
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
」
が
、
単
数
形
(
仏
語
正
文

可
思
宮
内
凶
片
S
Z由
/
独
諸
訳
者
母
島
問
)
で
あ
る
の
に
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
改

正
規
定
の
関
係
文
〈
詞
〉
「
名
誉
又
は
声
援
を
出
世
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
」

は
、
複
数
形
(
仏
語
正
文
官
恥
宮
内
問
n
s
g
g
/独
語
訳
ま
ロ
ロ
一
窓
口
)

に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
解
釈
は
、
こ
の
よ
う
な
文
法

機
造
の
変
化
(
関
係
文
〈
詞
〉
の
複
数
形
化
)
は
、
関
係
文
〈
詞
〉
の

先
行
詞
が
複
数
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「
名
誉
又
は
戸
裂
を
害
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
」
の
先
行
詞
は
「
表
作
物
に
対
す
る
そ
の
他
の
俊
答
」

の
み
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
「
変
更
」
要
件
(
「
改
変
」
「
切
除
」
「
そ

{
勾
}

の
他
の
変
更
」
「
著
作
物
に
対
す
る
そ
の
他
の
侵
害
」
)
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
し
た
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

仮
に
こ
の
解
釈
を
数
式
に
す
る
と

著
作
者
は
、

「品目噂
M
N
R
M陥
州
嚇
4
・
ω紛
市
営

S
弘
明
山
叩
」
×
(
「
痔
糊
」
+
「
・
g

鶏
」
+
「

L
m
S詮
S
附
瑚
」
+
「
嚇
令
指
&
打
法
4
・
以
内

S
詮
S
繭
嚇
」
)

五



筑
波
法
政
第
一
一

1
六
号
(
一
九
九
九

に
邸
内
議
を
申
し
況
で
絞
る
、
と
な
る
Q

こ
こ
で
は
、
「
名
将
え
は
戸
望
を
山
中
古
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
」
は
、
す

べ
て
の
「
変
更

γ安
件
に
か
け
ら
れ
て
お
り
、
表
作
者
は
「
改
変
」
「
切

除
」
「
そ
の
他
の
変
更
」
「
詩
作
物
に
対
す
る
そ
の
他
の
H
M
f
一ι
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
が
「
名
誉
え
は
声
明
…
を
山
中
一
目
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
」
場
合
に

の
み
、
異
議
を
山
中
し
点
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
な
る
つ

「名品品目
J
A
は
戸
港
を
書
す
る
お
そ
れ
の
な
い
改
変
伸
子
」
へ
の
呉
議
の

印
し
江
て
に
つ
い
て
は
、
そ
の
正
一
心
け
を
め
ぐ
り
、
こ
の
よ
う
に
川
判
制
一
A

つ
の
堺
釈
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
G

こ
の
う
じ
J

、
特
作
お
は
「
名
川
バ
パ
又
は
k

円
増
を
引
け
す
る
お
そ
れ
の
な
い

改
変
い
や
」
に
も
災
地
滑
を
市
中
し

ιて
得
る
と
す
る
出
解
釈
は
、
上
述
の
英

米
法
系
諸
凶
と
心
人
際
法
系
諸
凶
の
し
げ
A

場
合
安
協
が
仙
川
中
策
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ

セ
ル
会
議
の
論
議
に
鑑
み
る
と
、
妥
協
と
は
統
Rdm
し
た
内
容
で
あ
る
ひ

ま
た
、
凶
解
釈
を
採
る

S
ロ
阿
国
記
長
記
救
犯
は
、
制
解
釈
が
指
摘
す
る

条
丈
関
係
し
え
(
討
)
の
後
数
形
化
を
単
な
る
苧
イ
フ
ミ
ス
に
す
ぎ
な
い

?
"
 

と
長
仮
し
て
い
る
が
、
そ
の
必
拠
は
山
川
崎
燃
で
は
な
い
、
と
も
指
摘
さ
れ

お

て
い
q
心

プ
ラ
ン
セ
ル
会
議
の
経
過
や
、
話
回
同
盟
岳
部
吋
教
授
の
長
援
を
顧
慮

す
る
と
、
a

鈴
つ
の
解
釈
の
う
ち
、
後
符
の
倒
解
釈
が
妥
巧
で
あ
る
と
結

識
づ
け
ら
れ
よ
う
っ
ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
会
滋
に
お
け
る
阿
舟
一
位
保
持
権

肘
仏
大
の
試
み
は
、
ロ
ー
マ
改
正
会
議
と
同
じ
く
、
大
限
法
系
訪
問
と
英

米
法
系
諸
国
の
立
場
の
安
協
が
は
か
ら
れ
、
い
わ
ば
抑
制
さ
れ
て
認
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
来
、
同
-
性
保
持
権
は
、
名
誉
又
は
戸
川
被

を
中
没
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
「
表
作
物
の
利
別
に
よ
る
日
同
市
ど
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
そ
の
保
護
の
対
象
に
加
え
た
が
、
「
名
川
佐
川
又
は
戸
ωーを中北け

す
る
お
そ
れ
の
な
い
改
変
等
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
そ
の
保
濃
の
対

象
に
は
加
え
ず
に
、
英
米
法
系
諸
問
も
条
約
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
ミ

ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
の
権
利
に
惚
め
ら
れ
た
の
で
あ
る

国
訪
問
の
対
応

で
は
、
こ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
ベ
ル
ヌ
条
約
の
規
定
を
前
提
に
、

訪
問
は
ど
の
よ
う
な
M
…
性
保
持
機
を
定
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

旬
、
「
名
誉
、
戸
税
…
」
要
件

本
側
川
究
で
は
、
ベ
ル
ヌ
条
約
の
「
名
誉
ゾ
ん
は
よ
円
切
ド
を
中
川
け
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
」
要
件
(
以
ド
「
名
後
、
戸
ω日
」
製
作
と
す
る
)
を
予
掛
か
り

に
比
較
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ベ
ル
ヌ
条
約
の
同
.
性
保
持
慨
を

構
成
す
る
安
川
口
に
は
、
こ
の
他
に
も
「
変
更
」
要
件
が
あ
る
が
、
「
改

変
」
「
変
挺
」
「
佼
市
山
一
円
L

等
の
訴
に
は
、
翻
訳
に
よ
る
組
断
、
解
釈
の
相

却
述
が
あ
り
、
比
較
が
川
川
雑
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
~
こ
こ
で

は
、
「
彼
壊
」
「
利
川
市
」
な
ど
概
念
が
比
較
的
明
維
な
場
合
を
除
き
、
「
変

出
火
」
安
件
に
は
J
及
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
比
較
の
対
象
と
し
た
満
開
は
す
べ
て
、
川
一
性
保
持
続
を
保

設
す
る
規
定
を
被
い
て
い
た
ョ

(衣
1
)
は
、
ぷ
問
の
定
め
る
附
一
利
保
持
械
に
つ
い
て
、

ベ
ル
ヌ
条



約
の
「
名
誉
、
戸
製
」
要
件
に
お
お
よ
そ
対
応
す
る
条
文
館
所
を
分
類

し
、
比
較
し
た
去
で
あ
る
。
(
衣
2
)
は
、
そ
れ
ら
を
「
著
作
者
人
格
権
」

の
権
利
側
数
、
地
域
分
布
と
共
に
記
し
た
間
決
で
あ
る
。

同
「
名
様
、

h
F
望
」
要
件
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
諸
問

(
表
(
l
)
(
2
)
O印
)

表

(
1
)
(
2
)
に
~
ぶ
さ
れ
る
よ
う
に
、
ベ
ル
ヌ
条
約
の
「
名
誉
、

戸
製
」
裂
件
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
の
は
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、

南
ア
フ
リ
カ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ

リ
ア
、
ロ
シ
ア
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
-
九
九
七
年
に
務
作
権
法
を
改
正
し
、
そ
れ
ま
で

の
「
戸
叫
訂
正
を
山
併
行
す
る
」
と
い
う
嬰
件
を
ベ
ル
ヌ
条
約
と
同
じ
「
名
誉
、

戸
港
」
安
件
に
変
犯
し
た
。
こ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
例
に
も
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
英
米
法
系
諸
問
の
な
か
で
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
問
に
ベ

ル
ヌ
条
約
を
取
悦
す
る
傾
向
が
日
比
ら
れ
る
こ
と
が
こ
こ
で
は
明
ら
か
で

あ
る
。ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、

a

九
九
一
年
に
者
作
権
法
を
改
正
し
、
「
変
更
い

要
件
に
「
破
壊
」
を
加
え
て
い
る
。
ベ
ル
ヌ
条
約
は
「
破
壊
」
を
保
護

の
対
象
に
は
ん
パ
め
て
お
ら
ず
、
こ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
規
定
は
段
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
破
壊
」
に
つ
い
て
は
、
従
米
か
ら
一
つ
の
考
え
均
が
ぷ
さ
れ
て
き
た
。
一
つ
は

間
1

彼
壊
」
は
変
・
史
の
ひ
と
つ
の
形
態
で
あ
り
、
品
県
大
で
深
刻
な
変
史
と
し
て
、
同

-
一
位
保
持
機
の
即
時
議
を
申
し
立
て
る
対
象
と
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
も
う
一

若
作
活
人
絡
機
に
関
す
る
一
考
察
(
そ
の
一
一
)
(
一
日
'
波
)

つ
は
、
同
「
彼
壊
」
は
、
変
更
の
ひ
と
つ
の
形
態
で
は
な
く
(
破
壊
に
よ
り
著
作
者

の
名
誉
、
声
援
は
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
)
尚
一
性
保
持
権
の
異
議
を
巾
・
し
立

て
る
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
3

今
日
で
は
前
者
の
考
え
方
が
優

勢
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
勺

出
川
「
名
誉
、
声
明
ご
姿
件
に
、
保
護
を
狭
め
る
と
み
な
さ
れ
る
修

正
を
加
え
る
諸
国
(
表

(
1
)
(
2
)
企
印
)

「
名
、
話
、
声
望
」
要
件
に
、
保
護
を
狭
め
る
と
み
な
さ
れ
る
修
正
を
加

え
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
で

あ
る
。ア
メ
リ
カ
は
、
「
名
誉
、

bFωι
」
婆
件
に
「
故
意
の
」
を
加
え
、
法

作
者
に
よ
る
侵
符
の
立
説
を
難
し
く
し
て
い
る
(
「
名
簿
又
は
声
認
を

山
中
一
閃
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
い
ず
れ
か
の
故
意
の
」
こ
一

O
Lハ
条
の

A
(
a
)

(一一一
)

(

A

)

)

。
し
か
し
「
名
声
が
認
め
ら
れ
て
い
る
著
作
物
」
の
破

壊
か
ら
の
保
護
士

O
六
条
の

A
(
a
)
(
一一一
)

(

B

)

)

を
認
め
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
「
紘
制
作
者
人
格
権
」
の
対
象
を
悦
党
芸
術
の
表
作

物
に
限
定
し
、
保
設
へ
の
姿
勢
が
極
め
て
消
械
的
で
あ
る
が
、
こ
の
「
破

壊
」
か
ら
の
愉
護
規
定
に
つ
い
て
は
、
パ
イ
オ
ニ
ア
的
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
「
名
声
が
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
務

作
物
の
姿
件
に
つ
い
て
は
、
無
名
の
芸
術
家
を
保
護
す
る
視
点
が
欠
け

《
担
}

て
い
る
等
の
批
判
を
受
け
て
い
る
。

カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ウ
名
誉
、
戸
沼
」
要
件
か
ら
、
佼
山
市
げ
の
蓋

然
性
を
示
す
「
お
そ
れ
の
あ
る
」
を
外
し
、
保
護
の
範
闘
を
狭
め
て
い

王L



。ノルウェ-- -)';:('[，符及び詩作物の文;ぷ、 "f:WJ J..はよし術における戸沼又は似性を~~:するよう
な(';必!廷を施すことはできなしサ 3条

0スベイン i者作物の無傷ttに対する尊'Rを唆求する権利及び〉著作者の正当な利益又
はその;l:i日を危うくするような(改変、変更、室内又は著作物への段損行為

に反対する機手1]) 14条4

会ヂリ いかなる (i改変、切除又は)表作者の明示かつ事前の!員j意なき(変更に反対

する権利) u条2
1:<オーストリア 著作者のliiLli:なき、又i止法律の認めない(省略、付加、その他の変更を加

えではならない) ~条 l
i美術の名作物の H;\j't:，'，~，止、公に提示する)Jiよで利用きれない場合も第 1 項
の規定を適則する> ~条 2
(符何，-r.-が詳細には4、されていない変更に|司iJ:を与えていても〉紛神的手1]援
をi苦しく f存する(改変、切除、その他の変'f!:に反対することができる) 21条3

交日本 (智作物の!日j寸生を保持する権利を省しJ箸作者の滋に反する(変更、切除
その他の改変を受けなしサ 20条

討をスイス 〈手i:作物を変更できるかどうか、変更するとすれば、いつ、いかにして変更

できるかを決定する排他的権利を*Jする> 11条1a 
著作者fの人格を侵害する耕作=物のあらゆる(己主変に反対することができる)

11条2

1:<ドイツ 牧白作狩の lE"iなる精神的又i主人終的利益を危うくするような(己主変その他の
佼 ~;_i~ を然止する楠z利) 14条

主任スロヴユニア 詩作J??の人絡を?号するおそれのある(改変及びその他の佼~l'f ~x..は我i作物の
手IJmに反対する権利) 19条

く〉アンドラ

<)中P'1
ぐ〉ベトナム

〈、;治j'f.物が将1草される権利 6条1

〈在宅I抱及び改認えからお:作物を111泌する権利) 10条4
〈あらゆる改変から著作合物の!!~程!!itl を保殺する祢利及び、他人に執:作物の内
君主の変史を許認:しJ..は禁じる権利) ~1条、 752条
〈し、かなる短縮、変妊に反対する権不I]} 9条1

(著作物の惇震を安求する権利) 121のl条l

f努作物のi付谷、形式の間引:を維持する権利> 13条
(著作物の内科、形式の無傷ず1:ならびにその適切なヰIJmを求める権利)16条

く〉エジプト

く〉フランス

。韓関

く〉ボーラント

.オーストラリア ¥改変された詰:作物(の複製物)を、改変されていない著作物(の桜製

物)として発行し、販売し、賃貸し、又は攻守!として絞売もしくは賃貸のた

めに提供もしくは従不しではならない> 191条

.シンガポ}ル (改変された諾作物(の後製物)を、改変されていない著作物(の複製物)

として発行し、販允し、賃貸し、えは取引として販売もしくは賃貸のために

提供もしくは提示しではならない> 189条

一(表 1)の記り h 
0 1"名誉、戸，談J製作を、ほぼそのまま採用する筋肉 i川
.. r名誉、メf望J 喜~fi:に、保護を狭めるとみなされる修正を加える諸問
。[名干子、 Fltj:現」波:件に、保護を広げるとみなされる修iEを加える品開
会「名誉、戸沼J 要件に替え、独自な内谷の~j!l:を定める諸問

く>rず;'~'子、}甘受J !変'-1'1'に対応する嬰刊を定めず、保護の及ぶ総II~の緩めて11; ぃ必[1，1
・「名誉、 jiTf{イJ~nに対瓜、する安 1'1こを定めず、保護の及ぶ範問の敏めて狭い諸凶

筑
波
法
政
第
二
十
六
号

九
九
九
)
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作
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(表 1)ベルヌ条約の「名誉、声望要件jを手掛かりにした
諸国の同一性保持権の比較

ベルヌ条約 名誉又は声援を得するおそれのある(改変、切除、その他の変日LXi主主u作物
に対するその他の{主祭に対して}町議をけ1し心:てる十件利) 6条2

i皮

。インド 名誉又はメf黙を寄するおそれのある(改変、切除、その他の変更又は3句作物
に対するその他のlii却をililJtJ令し、えは1Hお賠償を必>Rする始平IJ) 57条 lb

Oタイ 声望又は尊厳 (dignitylを得するおそれのある(改変、短縮、翻案その他

いずれかの似つけるわ.為を然1[:する権利l 18条

O南アフリカ 名餐又l土井s 望を:守する、あるいは'I:~fするおそれのある(改変、切除その他の
変史ιに反対する権平IJ) 20条1

0ナイジJ.l}ア 名脅えは)fi~{ を察するおそれのあるあるいは符する(日正変、切除、その他の

変更又は著作物lこ対するその他の侵符に反対し、救済を求める権利) 11条1b 

Oフィリピン t.従えは戸引をぜfするおそれのある(改変、切除、その他の変i担えは持作物
に対するその他の佼下nこ反対する権利) l~条 3

0ポルトガル 名侵攻び戸:;Y;f~ を;ぎするおそれのある(破壊、切除、改変又はその他の変更校

びにあらゆる行為) 開条

Cイfリア 名投又は声援を;号するおそれのある(改変、切除、その他の変史、:持作物に

対するその他の佼ザ;ーに対して~!~織を fJiし点てる権利) 20$ 1 

0ロシア 1'，三子及び得厳を害するような l改変、その他0)佼符から喜作物を{思議する権利)

15条1

(デイ、ロシアのJiJし、る l仰厳J(dignity)の訴は、本米l止、 1 1'lr~J ゃ [")li

喫 j よりも Jl~い概念であるが、1Jìta苦の怠味内f~ を正確にli{i!認することができ

ないので、本分'ßriでは、 rtl~子j や; /甘然 J といH'j:Iこ扱うことにした)

A アメリカ 名後又は戸烈を訂するおそれのあるいずれかの故意の(改変、切除、その他

の変!Jiを日LJIする勝利) 106条の!¥(a) (3) 11¥) 

名 yidfが認められている終l'f物の政治I~ ;えは京大な逃失による([1岐~誌を間!上する

権利 106条のAいけはllB)

Aカナダ 1'，1'1'えは戸望を害する{改変、切除、その他の変史、製品・サービス・主義
主張 (cause)・市IJ)主(institutionlと結び付いた事IJIlJは、 trr，干IJの佼符である)

28条2 (1) 

A マレーシア (かなり改変している変更で)名詩又は}~Tt{~ ~こ:lI'd汚物を与えると合f'1\的にみなさ

れうる(変!Jiの形式による拠飢えは提供の計結をすることはできない) 25条 (2) 

A イギリス 1'，後又は， ~ i 壊をすfする(持作物の取り扱い¥treatmentlに従わせない権利)

30条

オランダ いかなる(変犯にk対する権利)({IIし、創作者のJD'Jが不合J!f!.な場合を除く〉
25条lc

~y子又は Fif常又は (IUi似をその特例ーにおいて存するおそれのある(改変、切除、

その他の佼7i.;.にI止付する機手IJ) 25粂1d

。7{ンランド 符i'Ft\'の立~~'xJ.i it:術における戸f tj:fLえは似性を~，-i.;:するような (2足立:を泌す

:ti. ことはできなし、) 3条

11: スウェーデン 者iYr，'の文JU又はぷ術におけるY15燃えはがWt，を.};:するような(笈1廷を泌す
ことはできなL叶 3条

。ベルギ-持作物の時吊を求める権平IJをの L いかなる(変lJiに対し!止対する権平JJ)

1条S2 -6 
(Iil.棄にはかかわらず3竹谷又はバペ3を'il汁るおそれのある(改変、切除そ

の他の変iJiえは持作物に対するその他の伐';~~:に反対する怜冷1]) 1条詩 2-I 



(表2)i名誉、声望」嬰件を手掛かりにした同一性保持権の比較、
著作者人格権の権利個数、地域分布

権利型
ベルヌ~H'\ 。 。 。 。。
。 n o 。。 。。

J地4 O. 。 。 。。 。。 。。
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迎
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欧 "t<̂ ロヴェニア

欧E

叩<，&2)の時様軸、，1~U­

縦制l 地域分~Ij

償制l‘ r ~年刊"人給権j の側数

o i名手干、声明j史nを、ほぼそのまま保IIJするtH'ifi;j
A r 1'.l子、 }li':再J 昔話刊に、 j1~，~を狭めるとみなされる修正を )JIIえる .mt l1

("' r1'，将、片f噌J:l¥!f'lに、 f，!獲をl広げるとみなされる修正を加える11古川
女「約件、，)i'1{J:l¥!f1に伴え、独r'l1;ご内手干の製作を定めるIml五|

o r1'，f子、 ，!i守(j :l\!f'tに対応する挺1'1 を定的ず、保護の及ぶ範II~の倒的て広い必1.;<]

・ r 1'，:'<、，1['担j 襲「ドに対比、する~刊を3どめず、 fil"墜の且ぷ純附の鰍めて狭い"r; 1叶

ベルヌA炉格 ベルヌ条約は「時刊K人怖怖lとして氏名i長iJ;:械とJii/'1't保持搬の2つの権利を?とめている。ベルヌ

~，棋はニの梅干ilJf肺l数00の絞めRを IJ';す怠
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る
(
「
名
川
m
H
V
A
は
戸
棋
を
得
す
る
」
カ
ナ
ダ
‘
一
八
条
晶
占
(
¥
)
/
イ
ギ

リ
ス
八

O
条
)
。
も
っ
と
も
カ
ナ
ダ
は
、
絵
側
、
彫
刻
え
は
版
耐
の
改

変
、
切
除
、
亦
品
川
況
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
為
自
体
を
名
詩
え
は
声
明
の

佼
芥
と
み
な
す
規
定
(
一
一
八
条
一
一
で
一
)
)
を
促
き
、
野
作
訴
の
川
問
中
内

を
伝
託
す
る
山
口
円
相
を
税
減
し
て
い
る
。
ま
た
、
限
定
さ
れ
た
内
脊
(
製

品
、
サ
ー
ビ
ス
、
主
義
、
王
様

(gg巾
)
、
制
度
(
凶
器

t
z
t
cロ
)
と
結

び
付
い
た
利
川
)
で
は
あ
る
が
、
「
利
川
」
を
「
変
必
」
渓
件
に
加
え

て
い
る
。

e

例
え
ば
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
独
立
運
動
家
で
あ
る
こ
と
が
出
川
知
の
作
曲
家
の
山
を
、

カ
ナ
ダ
統
d

の
為
に
販
売
す
る
レ
コ
ー
ド
に
使
う
こ
と
は
、
利
別
に
よ
る
佼
符
に
勺

「位、

た
る
と
さ
れ
て
い
る
一

一
九
八
八
年
に
者
作
権
法
を
改
正
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
「
税
引
作
物
の

取
扱
い
」
と
い
う
「
変
挺
」
袋
件
を
採
用
し
、
同
虐
性
保
持
機
の
広
範

へお

な
保
護
を
定
め
た
印
象
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
著
作
物
の

取
扱
い
」
と
い
う
概
念
は
、
「
務
作
物
へ
の
い
ず
れ
か
の
追
加
、
そ
れ

か
ら
の
削
除
、
変
更
え
は
翻
案
」
(
八

O
条
(

A

一)(
a

)

)

と
定
義
さ

れ
る
狭
い
内
容
の
概
念
で
あ
る
。
挺
に
、
こ
の
概
念
は
、
「
務
作
物
に

制
)

対
す
る
そ
の
他
の
侵
害
」
を
対
象
に
合
め
ず
、
翻
訳
、
編
曲
等
を
そ
の

例
外
と
し
て
い
る
。
こ
の
例
外
規
定
に
つ
い
て
は
後
述
し
よ
う
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
佼
符
の
蓋
然
性
を
示
す
「
お
そ
れ
の
あ
る
」
の
訴

に
替
え
て
、
「
合
理
的
に
み
な
さ
れ
う
る
」
と
い
、
つ
一
論
を
別
い
、
「
札
持
作

物
を
か
な
り
改
変
し
て
い
る
変
史
で
あ
っ
て
、
か
つ
強
制
作
者
の
名
、
対
抗
又

著
作
者
人
格
権
に
関
す
る
一
考
察
(
そ
の
一
一
)
(
戸
波

は
戸
常
に
必
彩
響
を
与
え
る
も
の
と
合
理
的
に
み
な
さ
れ
う
る
も
の
」

を
然
じ
て
い
る
(
二
五
条
一
一
)

C

同
「
名
川
小
川
、
戸
胡
己
実
件
に
、
保
設
を
広
げ
る
と
み
な
さ
れ
る
修

正
を
加
え
る
諸
国
(
衣

(
1
)
(
2
)
@印
)

「
名
吋
介
、
戸
沼
」
要
件
に
、
山
阿
波
を
広
げ
る
と
み
な
さ
れ
る
修
正
を

加
え
て
い
る
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
は
、
条
文
を
一
一
段
に
分
け
、
い
わ
ば
「
一
一
段

椛
え
の
川
A

糾
日
保
持
機
」
と
も
い
う
べ
き
、
構
成
の
類
似
す
る
規
定
を

定
め
て
い
る
。
州
問
と
も
、
一
段
目
に
、
若
作
者
は
「
い
か
な
る
変
更
」

に
も
反
対
で
き
る
と
す
る
条
文
(
オ
ラ
ン
ダ
お
条
凶

C
ベ
ル
ギ
ー
一

条
.
六
)
を
置
き
、
‘
-
段
目
に
は
ベ
ル
ヌ
条
約
と
ほ
ぼ
同
じ
内
符
の

条
文
(
オ
ラ
ン
ダ
お
条
川
d
ノ
ベ
ル
ギ
ー
J

条
a

一li
l
t

七
)
を
蹴
い
て
い

る
c

A

段
日
の
条
丈
に
は
「
名
詩
、
戸
山
一
h

」
要
件
が
付
さ
れ
て
い
な
い

点
が
、
両
川
凶
の
修
正
を
、
保
設
の
及
ぶ
範
附
を
広
げ
て
い
る
と
み
な
す

九羽

根
拠
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
曲
段
目
の
変
挺
要
件
(
変
更
)
と
コ
段
日
の

変
挺
要
件
(
改
変
等
)
が
明
線
に
一
以
別
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
は
一
段
目
の

権
利
を
欣
棄
で
き
る
と
定
め
て
い
る
(
一
-
五
条
後
い
き
。
こ
の
権
利
放

棄
規
定
に
つ
い
て
は
後
述
し
よ
う
c

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
ほ
ほ
同
じ
内
山
け
の
条
文
を
定

め
て
い
る
が
、
「
名
誉
、
戸
川
山
工
」
契
件
の
「
名
誉
」
を
、
保
護
の
よ
り

刊
訂

広
い
解
釈
が
可
能
な
「
倒
性
」
の
話
に
炊
け
え
、
「
表
作
品
作
の
文
芸
え
は

.'h 
♂七



筑
波
法
政
第
二
十
六
号
(
一
九
九
九

美
術
に
お
け
る
拘
禁
え
は
例
性
を
害
す
る
よ
う
な
変
史
」
を
禁
じ
て
い

る
(
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
三
条
/
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
一
一
.
条
)
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
条
文
の
要
件

に
、
さ
ら
に
「
著
作
物
の
声
望
又
は
側
性
」
を
加
え
、
「
抗
制
作
校
及
び

若
作
物
の
文
芸
、
学
術
又
は
芸
術
に
お
け
る
戸
喫
え
は
似
性
を
持
す
る

よ
う
な
仕
万
で
の
変
更
」
を
禁
じ
て
い
る
つ
-
条
)
。
こ
れ
は
、
声
明
日

や
似
性
が
未
だ
認
め
ら
れ
て
い
な
い
法
作
品
れ
に
つ
い
て
も
、
優
れ
た
強
引

作
物
を
ひ
と
つ
で
も
欧
に
出
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
権
利
h
張
を
認
め
る

「
詔
~

と
解
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
の
「
著
作
品
。
人
格
権
」
の
保
識
に
は
積
彬
的

却

)

で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
北
欧
諸
国
で
あ
る
が
、
同
一
一
性
保
持
機

を
定
詰
づ
け
る
条
文
に
は
、
こ
の
よ
う
に
保
護
を
広
げ
る
じ
た
が
な
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
は
、
「
名
誉
、

j
p
u
H
」
要
件
の
「
名
川
り
に
を
、
保
護
の
よ

り
広
い
解
釈
が
可
能
な
「
正
当
な
利
託
」
の
訴
に
終
え
、
「
松
制
作
払
引
の

正
況
な
利
必
え
は
そ
の
七
円
黙
を
危
う
く
す
る
よ
う
な
(
改
変
、
変
川
丸
、

主
尚
え
は
お
作
物
へ
の
投
知
行
為
に
以
対
す
る
権
利
こ
三
間
条
例
)

を
定
め
て
い
る
D

市
一
寸
心
引
夜
、
戸
製
」
波
件
に
山
川
口
え
、
独
自
な
内
科
の
要
件
を
定
め

マ
タ
北
川
(
ぷ

(
1
)
(
2
)
J
X
印
)

ベ
ル
ヌ
条
約
の
「
名
券
、
声
明
抗
」
要
件
に
炊
け
え
、
独
自
な
内
心
什
の
必
要

件
を
採
川
し
て
い
る
の
は
、
チ
リ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
日
本
、
ス
イ
ス
、

ド
イ
ツ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
あ
る
。

A
i
'
L
 

I

J

E
ノ

チ
リ
(
「
い
か
な
る
(
改
変
、
切
除
又
は
)
山
花
作
符
の
明
ぶ
か
っ
事

前
の
同
し
は
な
き
(
実
史
に
反
対
す
る
権
利
ご
一
開
条
一
一
二
日
本
(
「
著

作
容
の
立
に
反
し
て
(
変
更
、
切
除
そ
の
他
の
改
変
を
受
け
な
い
」
)

ム一

O
条
)
は
、
そ
の
要
件
に
「
詩
作
訴
の
同
意
」
「
符
作
者
の
汗
だ
の

訴
を
用
い
て
い
る
と
近
代
法
創
設
の
満
州
で
は
な
く
、
中
南
米
、
ア
ジ

ア
に
位
閉
院
す
る
チ
リ
、
日
本
が
、
近
代
市
叫
ん
法
の
原
点
で
あ
る
権
利
主

体
(
持
作
活
)
の
一
ぷ
忠
を
夜
間
似
す
る
同
一
性
保
持
協
慨
を
定
義
づ
け
て
い

る
こ
と
は
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
条
文
を
一
二
段
に
分
け
、
一
抗
日
で
は
、
持
作
殺

の
M
惑
の
な
い
、
又
は
法
律
の
認
め
な
い
省
略
、
付
加
、
そ
の
他
の
変

史
を
禁
じ
っ
て
条
二
、
二
段
目
で
は
、
先
術
の
校
作
物
の
原
作
品

に
つ
い
て
は
、
公
に
提
示
さ
れ
な
い
場
合
に
も
第
1
項
を
適
用
し
て
仰
附

設
す
る
と
定
め
、
一
一
一
投
打
で
は
、
枠
制
制
に
は
一
ぶ
さ
れ
て
い
な
い
変
更
へ

の
け
意
を
与
え
て
い
て
も
、
紛
神
的
利
絡
を
奔
し
く
似
害
す
る
、
表
作

物
の
改
変
、
切
除
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
紘
利
作
私
刊
は
な
お
同
一

利
保
持
機
を
行
使
で
き
る
と
定
め
て
い
る
守
二
条
…
:
)
ご
こ
の
規
定

に
つ
い
て
は
、
づ
段
け
の
規
定
が
、
公
に
提
示
さ
れ
な
い
け
た
術
の
表
作

物
の
原
作
品
の
保
護
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
一
一
一
段
目
の
規
定
が
、
著
作

付
小
引
の
同
必
を
「
持
縦
に
は
一
ボ
さ
れ
て
い
な
い
変
一
史
へ
の
同
な
」
と
そ
れ

戸
時

以
外
の
同
窓
に
ば
別
し
て
い
こ
と
が
、
特
に
抗
日
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

ザ心。
ス
イ
ス
(
「
務
作
者
の
人
絡
を
侵
山
内
す
る
者
作
物
の
あ
ら
ゆ
る
(
改



変
に
反
対
す
る
権
利
こ
一
一
条
二
)
、
ド
イ
ツ
(
「
箸
作
者
の
正
当
な

る
精
神
的
利
益
又
は
人
格
的
利
益
を
危
う
く
す
る
よ
う
な
(
改
変
そ
の

他
の
佼
容
を
禁
止
す
る
権
利
)
」
J

開
条
)
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
(
「
務
作

者
の
人
格
を
得
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
(
著
作
物
の
改
変
及
び
そ
の
他
の

侵
害
又
は
著
作
物
の
利
用
に
反
対
す
る
権
利
こ
一
九
条
)
は
、
「
人
神
的
」

「
人
終
的
利
縫
」
「
精
神
的
利
益
」
の
諮
を
附
い
て
い
る
。
ド
イ
ツ
は

一
九
六
五
年
の
改
正
、
ス
イ
ス
は
一
九
九
二
年
の
改
正
、
ス
ロ
ヴ
エ
ニ

ア
は
一
九
九
五
年
の
改
正
で
こ
れ
ら
の
請
を
採

mし
た
が
、
こ
の
こ
と

は
「
『
精
神
的
利
縫
」
を
「
法
的
』
に
保
護
す
る
法
感
覚
は
さ
税
強
く

な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
ロ

i
マ
改
正
会
議
、
そ
れ
に
ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正

会
議
の
頃
と
は
異
な
り
、
精
神
的
、
人
格
的
利
益
を
保
護
す
る
法
感
覚

が
、
人
々
の
間
に
十
分
に
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

占
ん
ト
ム
で
つ
。

同
「
名
判
官
、
声
望
」
要
件
に
対
応
す
る
婆
件
を
定
め
な
い
諸
国

(表

(
1
)
(
2
)
0
・
印
)

「
名
誉
、
声
望
」
要
件
に
対
応
す
る
要
件
を
定
め
ず
、
保
護
の
及
ぶ
範

閲
の
緩
め
て
広
い
諸
国
は
、
ア
ン
ド
ラ
、
中
問
、
ベ
ト
ナ
ム
、
エ
ジ
プ

ト
、
フ
ラ
ン
ス
、
韓
悶
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
同
一
性
保
持
権
(
「
著
作
物
の
尊
震
を
要
求
す
る
権
利
」

二
一
一
の
一
条
こ
は
、
「
著
作
者
の
主
観
性
、
美
的
、
道
徳
的
、
哲

学
的
信
念
を
金
一
陶
的
に
尊
重
」
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
る
竹
)
フ
ラ
ン

ス
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ら
の
諸
国
の
同
一
性
保
持
権
は
、
「
名
誉
、

著
作
者
人
格
権
に
関
す
る
一
考
察
(
そ
の
二
)
(
戸
波
)

声
望
」
要
件
に
対
応
す
る
、
権
利
を
制
限
す
る
要
件
を
用
い
て
お
ら
ず
、

保
護
の
及
ぶ
範
聞
が
緩
め
て
広
範
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
、
「
名
誉
、

戸
胡
ご
要
件
に
対
応
す
る
要
件
を
定
め
て
い
な
い
が
、
雨
間
の
同
一
一
性

保
持
機
は
、
改
変
さ
れ
た
著
作
物
(
の
複
製
物
)
を
、
改
変
さ
れ
て
い

な
い
著
作
物
(
の
複
製
物
)
と
し
て
、
発
行
、
販
売
、
賃
貸
等
す
る
こ

と
の
み
を
禁
止
す
る
、
保
護
の
及
ぶ
範
聞
聞
の
緩
め
て
狭
い
権
利
で
あ

匂
も
っ
と
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
同
一
性
保
持
権
を

よ
り
明
確
に
、
し
か
も
領
域
(
文
学
・
脚
本
:
甘
楽
、
美
術
、
映
耐
)
別

{
H
H
、

に
定
め
る
興
味
深
い
改
正
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
σ

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
諮
問
の
中
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
ン
ド
ラ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
条
文
が
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
定

め
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
、
ベ
ル
ヌ
条
約
の
「
名
誉
、
声
望
」
要
件
を
手
掛
か
り
に
、
諸

国
の
悶
d

性
保
持
権
の
比
較
を
試
み
た
。
次
に
「
変
史
権
」
や
「
監
督

権
」
な
ど
、
同
一
性
保
持
権
に
近
接
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
諸
規
定
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

倒
「
楚
史
権
」

問
一
性
保
持
機
の
条
文
の
中
に
、
あ
る
い
は
同
一
一
性
保
持
権
と
援
べ

て
、
「
変
更
権
」
と
い
う
名
称
の
権
利
を
定
め
る
諸
問
(
オ
ラ
ン
ダ
、

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
エ
ジ
プ
ト
、
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
)
も
あ
る
。
「
変

五
九



筑
波
法
政
第
二
十
六
号
(
一
九
九
九
)

吏
権
」
は
、
「
著
作
物
に
、
誠
実
で
か
つ
社
会
的
機
行
と
合
致
す
る
変

更
を
施
す
権
利
」
(
オ
ラ
ン
ダ
法
二
五
条
問
)
、
「
著
作
物
を
変
挺
し
、

あ
る
い
は
著
作
物
の
変
更
を
他
人
に
許
諾
す
る
権
利
」
(
中
間
法
一

O

条
(
一
一
三
、
「
著
作
物
を
変
廷
で
き
る
か
ど
う
か
、
変
吏
す
る
と
す
れ

ば
、
い
つ
、
い
か
に
し
て
変
更
で
き
る
か
を
決
定
す
る
排
他
的
権
利
」
(
ス

イ
ス
法
一
一
条
一

a)
、
「
第
三
者
の
保
有
す
る
権
利
と
、
文
化
財
保
護

の
要
請
を
尊
重
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
著
作
物
を
変
更
す
る
権
利
」
(
ス

ペ
イ
ン
法
一
四
条
五
)
等
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

内
必
)

「
変
更
権
」
は
、
「
同
A

性
保
持
機
の
新
し
い
切
り
口
」
で
あ
る
と

も
訴
さ
れ
、
そ
の
積
極
的
な
性
格
が
注
目
さ
れ
る
が
、
い
っ
、
ど
の
よ

う
に
主
張
で
き
る
の
か
が
、
必
ず
し
も
明
織
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
る

{
胡
)

権
利
で
あ
る
。
著
作
物
一
般
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な

行
使
は
出
版
物
の
稀
版
な
ど
、
社
会
的
な
取
引
慣
行
等
が
許
す
範
聞
に

限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

。
。
宮
出
向
。
F
。『国
g
教
授
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
「
変
史
権
」
の
例
に
、
学
術
著
作
物

の
一
舟
綴
の
際
に
修
正
を
求
め
る
こ
と
を
挙
げ
、
一
閥
家
が
美
術
館
に
一
度
売
っ
た
絵
闘

を
、
側
肢
が
車
問
の
段
階
に
入
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
美
術
館
に
駆
け
込
ん
で
背
一
色

に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
権
利
が
社
会
的
な
取
引
慣
行
に
制
限
さ
れ
て
い
る
と

主
張
す
?
勺

開
「
監
料
開
権
」

問
.
性
保
持
権
と
並
べ
て
、
あ
る
い
は
建
築
の
著
作
物
や
上
演
に
関

す
る
規
定
の
中
に
、
著
作
者
の
監
脅
す
る
権
利
を
定
め
る
諸
国
も
あ
る
。

ムハ

O

一
般
的
な
丈
設
を
用
い
て
「
獄
叔
闘
機
」
を
定
め
て
い
る
の
は
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
(
「
著
作
物
の
利
用
態
様
を
監
督
す
る
権
利
」
(
工
ハ
条
五
)
)

で
あ
る
。

建
築
や
彫
刻
の
著
作
物
の
建
設
を
監
督
す
る
権
利
を
定
め
て
い
る
の

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
(
六
O
条
一
)
で
あ
る
。

著
作
物
の
上
演
を
監
督
す
る
機
利
を
定
め
て
い
る
の
は
、
チ
リ
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
等
で
あ
る
。
著

作
物
の
上
演
を
監
督
す
る
権
利
は
、
著
作
者
に
よ
る
上
演
の
監
視
(
チ

リ
(
六

O
条
(
二
)
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
一
二
二
条
(
一

)
(
f
)
、
イ
タ
リ

ア
一
一
一
一
八
条
(
一
一
)
、
ス
ペ
イ
ン
七
八
条
一
一
一
、
ス
ロ
ヴ
エ
ニ
ア
九
七
条
)
、

配
役
や
指
開
伴
者
等
の
決
定
へ
の
関
与
(
チ
リ
六

O
条
(
一
三
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
一
一
一
一
一
条
(
一

)
(
b
)
、
イ
タ
リ
ア
一
一
一
一
八
条
(
一
一
一
)
)
、
積
古
へ

の
参
加
(
ポ
ル
ト
ガ
ル
一
一
一
一
一
条
(
一
)

(

C

)

)

な
ど
を
、
そ
の
内
容

と
し
て
い
る
。

「
監
紙
闘
機
」
は
、
著
作
者
の
権
利
を
実
現
す
る
た
め
に
、
著
作
者
が
積

磁
的
に
関
与
す
る
こ
と
を
導
く
権
利
で
あ
る
と
い
え
よ
、
っ
。

仰
向
一
性
保
持
権
を
補
強
す
る
そ
の
他
の
規
定

特
定
の
著
作
物
や
著
作
物
の
特
定
の
利
用
形
態
に
つ
い
て
、
「
破
壊

の
禁
止
」
や
「
同
意
の
な
い
変
更
の
禁
止
」
を
定
め
る
諸
問
も
あ
る
。

「
視
聴
覚
著
作
物
」
に
つ
い
て
、
著
作
者
人
格
権
の
行
使
を
決
定
版

に
限
定
し
、
そ
の
決
定
版
の
破
壊
を
禁
止
し
て
い
る
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー

(
一
六
条
一
一
一
)
、
ス
ペ
イ
ン
(
九
一
一
一
条
二
)
で
あ
る
。



「
上
泌
」
に
つ
い
て
、
名
作
宥
の
同
訟
の
な
い
変
更
を
禁
止
し
て
い
る

の
は
、
チ
リ
(
L

ハ
O
条
(
宇
)
)
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
(
一
二
九
条
J
A
)

、
イ

タ
リ
ア
(

a

一
:
八
条
4

)

、
ス
ペ
イ
ン
(
七
八
条
a

-

)

等
で
あ
る
c

ま

た
、
「
上
演
」
を
、
「
H
V
刊
作
符
人
橋
権
」
を
佼
市
町
し
な
い
技
術
的
条
件
の

ド
で
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
(
二
二
-
A
条一一会一)、

ス
ペ
イ
ン
(
七
八
条
二
)
で
あ
る
。

「
川
版
」
に
つ
い
て
、
著
作
者
の
同
窓
の
な
い
変
凶
ん
を
禁
止
し
て
い

る
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
(
六
問
条
)
、
フ
ラ
ン
ス
(
二
;
冶
条
一
A

)

で

あ
る
の
フ
ラ
ン
ス
は
文
訴
に
よ
る
同
意
を
求
め
て
い
る
。

「
建
築
や
彫
刻
の
表
作
物
」
の
建
設
の
変
一
史
に
つ
い
て
、
符
作
者
と

の
事
前
の
協
議
(
L

ハ
O
条
-
J

を
求
め
、
映
似
の
符
作
物
(
‘
忌
九
条

(
二
)
や
、
レ
コ
ー
ド
、
ビ
デ
オ
グ
ラ
ム
の
同
定
で
間
六
条
)
等

の
変
史
に
つ
い
て
、
符
作
符
の
文
芹
に
よ
る
日
川
政
を
求
め
て
い
る
の
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
あ
る
の

こ
れ
に
類
似
す
る
規
定
に
は
、
ド
ラ
マ
、
オ
ペ
ラ
、
託
業
持
作
物
の
、

い
え
内
に
よ
る
川
底
の
な
い
変
ぽ
を
祭
止
す
る
、
カ
ナ
ダ
の
消
則
規
定
(
問

:
.
丸
木
(
-
)
)
が
あ
る
コ

削
判
定
の
表
作
物
や
持
作
物
の
特
定
の
利
川
形
態
を
対
象
と
す
る
こ
れ

ら
の
規
定
は
、
H

打
作
依
の
議
波
山
守
を
通
じ
て
、
川
仰
い
広
場
に
立
た
さ
れ

た
抗
作
貯
の
川
島
竹
山
川
狩
慨
を
、
ハ
ハ
体
的
に
補
強
し
て
い
る
規
定
と
い

え
よ
う

去
作
行
人
的
被
に
関
す
る
-
診
察
(
そ
の
・
一
)
(
-
円
波
)

円

4
1
n
r
u

h
川
川
v

，
，
¥
・
ホ
寸

a

ぷ
(
1
)
(
2
)
は
、
多
く
の
鴻
同
(
一
二
一
一
‘
か
国
小
企
八
か
附
)
が
、

そ
の
同
一
性
保
持
機
を
、
ベ
ル
ヌ
条
約
の
「
名
替
、
戸
刊
主
要
件
に
必

づ
い
て
定
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
(
グ
ル
ー
プ
(
泊
三
。

も
っ
と
も
、
「
取
引
券
、
戸
刊
さ
要
件
を
そ
の
ま
ま
採
川
す
る
諸
問

(
O

印
)
の
数
は
少
な
く
つ
二
二
か
附
中
八
か
附
)
、
英
米
法
系
諸
国
-

か
附
(
グ
ル
ー
プ

(i))
の
な
か
で
は
力
か
同

(
O印
)
、
ト
八
際
法
系

持
同
一
ゴ
‘
か
同
の
な
か
で
は

i
か
凶

(
O
印
)
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

英
米
法
系
諸
問
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
凶
に
ベ
ル
ヌ
条

約
を
震
制
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
大
隊
法
系
諸
問
に
つ
い
て
は
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
が
一
変
兇
」
-
決
件
に
「
俄
壊
」
を
加
え
、
ベ
ル
ヌ
条
約
よ
り

も
そ
の
保
護
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
名
川
代
、
戸
同
日
」
要
件
に
、
保
護
を
狭
め
る
と
み
な
さ
れ
る
修
正
を

加
え
て
い
る
の
は
、
英
米
法
系
訪
問
の
問
か
同
(
&
印
)
で
あ
る
c

し

か
し
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
も
、
絵
州
、
彫
刻
等
へ
の
佼
山
中
山
の
み

な
し
規
定
(
カ
ナ
ダ
)
や
詩
作
物
の
「
破
壊
」
か
ら
の
保
波
規
定
(
ア

メ
リ
カ
)
の
よ
う
に
、
同
‘
性
保
持
権
へ
の
秘
桜
的
な
姿
勢
を
一
市
す
規

定
が
見
受
け
ら
れ
た
。

一ib
引法目、

u
p削
H

」
要
件
に
、
保
護
を
広
げ
る
と
み
な
さ
れ
る
修
正
を

加
え
て
い
る
の
は
、
大
隊
法
系
兆
問
の
h

ハ
か
開

(
O印
)
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
品
川
間
は
、
規
定
を
-
一
段
構
え
に
す
る
に
犬
や
、
「
紘
引
作
者
の
似

性
」
「
済
作
物
の
戸
胡
H
V
A

は
似
性
」
寸
者
作
者
の
-
j
J
V
1
な
利
従
」
な
ど
の

，_ ，、
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泌
を
用
い
て
、
よ
り
広
範
な
同
一
性
保
持
機
を
定
め
て
い
た
。

ベ
ル
ヌ
条
約
の
マ
幻
公
、
s
p
胡
記
」
波
件
に
終
え
、
独
れ
な
内
ψ

什
の
要

件
を
定
め
て
い
る
品
川
川
(
会
印
)
は
、
い
ず
れ
も
大
隊
法
系
認
同
に
属

し
て
い
た
J

独
白
な
内
存
の
必
件
に
は
、
「
捺
作
者
の
川
ぷ
」
「
人
俄
」

「
人
格
的
利
低
」
「
料
神
的
利
低
」
等
の
一
誌
が
別
い
ら
れ
て
い
た
ο

ま

た
、
公
に
従
ぶ
さ
れ
な
い
・
美
術
の
務
作
物
の
版
作
品
の
保
護
ゃ
、
「
拡
引

作
朽
の
阿
古
山
一
が
話
制
で
あ
る
か
好
か
に
パ
及
す
る
、
枚
目
さ
れ
る
規

定
(
オ
ー
ス
ト
リ
ア
F

も
定
め
ら
れ
て
い
た
。

ベ
ル
ヌ
条
約
百
名
w
代
、
戸
望
」
削
K
件
に
対
応
す
る
波
件
を
定
め
ず
、

保
時
慨
が
州
側
め
て
広
範
な
祁
同
に
は
、
大
隊
法
系
諸
問
の
ア
ン
ド
ラ
、
小

川
、
ベ
ト
ナ
ム
、
エ
ジ
プ
ト
、
フ
ラ
ン
ス
、
特
川
川
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

(
O

印
」
が
脱
し
て
い
た
や
ま
た
、
「
b
山
川
ぺ
介
、
戸

ωr」
袋
件
に
対
応
す
る
製

作
を
定
め
ず
、
保
護
の
似
め
て
狭
い
必
川
に
は
、
抗
ん
米
法
系
ぷ
闘
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

(
A
'

印
)
が
属
し
て
い
た
、

2
0
M
口
、
戸
削
H

」
、
決
件
を
子
掛
か
り
に
し
た
比
較
に
つ
い
て
み
る
限

り
、
こ
こ
に
は
、
災
米
法
系
品
川
問
の
同
.
性
保
抗
体
倣
へ
の
消
鰍
的
な
姿

勢
、
十
九
際
法
系
ぷ
同
の
附
一
性
保
持
権
へ
の
積
祢
的
な
安
勢
を
み
る
こ

と
が
で
き
る

ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ョ

i
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
ン
ド
ラ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
シ
、
J

ガ
ボ

i
ル
の
よ
う
に
、
類
似
す
る
脱
定
を
定

め
る
グ
ル
ー
プ
も
縦
山
氏
さ
れ
た
ひ

M
a
糾
口
保
持
権
に
近
附
放
す
る
権
利
に
は
、
そ
の
積
Mm的
な
性
的
的
が
役

新
作
幹
人
的
的
権
に
州
附
す
る
.
考
然
(
そ
の

Fa)(μ
波

目
さ
れ
る
「
変
更
始
」
や
、
者
作
者
の
権
利
の
実
現
へ
の
依
鋭
的
な
関

与
を
導
く
「
蛇
管
権
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

川
一
性
保
持
機
を
具
体
的
に
備
強
す
る
規
定
に
は
、
特
定
の
務
作
物

や
特
定
の
利
用
形
態
に
関
す
る
「
破
壊
の
祭
止
」
や
「
開
立
の
な
い
変

更
の
禁
止
」
規
定
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

次
に
、
「
そ
の
他
の
権
利
」
に
者
日
し
、
諸
凶
の
「
紘
制
作
狩
人
秘
権
」

を
比
較
す
る
こ
と
に
移
ろ
う
。

5
、
そ
の
他
の
比
較

表

(
3
)
は
、
新
し
い
内
科
の
「
清
作
苫
人
拘
約
機
」
で
あ
る
「
修
正

権
」
「
撤
同
権
」
「
ア
ク
セ
ス
権
」
「
雌
来
通
知
受
持
権
」
「
名
訴
権
」
を

定
め
る
必
聞
と
「
衿
作
符
人
格
権
」
の
悩
数
、
地
域
分
衡
を
同
氏
に
し

た
も
の
で
あ
る
、

出

修

正

採

ザ
刊
作
行
が
、
伐
に
公
表
し
た
若
作
物
を
修
正
、
改
淀
川
す
る
こ
と
の
で

き
る
「
修
正
権
」
は
、
出
版
物
の
同
版
(
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
f
a
六
条
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
一
二
六
条
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

4
0
五
条
、
イ
タ
リ
ア•. 

九
条
、

斡
凶
冗
六
条
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ミ
九

e条
、
日
本
八
一
条
、
ス
ロ
ヴ
エ
ニ

ア
九

O
条
)
や
上
淡
(
ポ
ル
ト
ガ
ル
J

-

J

一
条
)
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

て
い
る
に

出
版
物
の
「
修
正
権
」
は
、
出
版
織
か
引
の
利
誌
を
配
慮
し
、

札ニ
(j) 

日，.，、



筑
波
法
政
第
二
十
六
サ
(
.
九
九
九

範
附
で
認
め
ら
れ
る
権
利
で
あ
る
。
そ
の
前
提
に
は
、
修
正
費
用
が
不

当
で
な
い
こ
と
、
又
は
修
正
費
川
を
負
担
す
る
こ
と
(
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
)
、
務

作
物
の
性
格
や
性
質
を
変
え
な
い
修
正
で
あ
る
こ
と
(
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ロ
ヴ
エ

ニ
ア
)
、
正
中
!
な
範
附
で
の
修
正
で
あ
る
こ
と
(
斡
側
、
日
本
)
拾
す
が
、

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

上
泌
さ
れ
る
抗
告
作
物
の
「
修
正
機
」
に
つ
い
て
は
、
上
演
権
者
の
利

従
を
配
慮
し
「
著
作
物
の
一
般
的
構
成
を
容
さ
ず
、
そ
の
演
劇
的
芳
し

く
は
興
行
的
利
低
を
減
少
せ
ず
、
メ
は
穂
市
若
し
く
は
上
演
の
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
作
成
を
符
し
な
い
」
(
ポ
ル
ト
ガ
ル
一
二
二
〈
一
〉
(
日
)
条
)
こ

と
が
、
そ
の
前
提
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
出
版
権
法

(
C
2
2
N
三
百
『
同
町
ー
田
〈
2
・

戸田町川田円相

n
E
)
(
-
-
a条
)
を
通
じ
て
修
止
機
を
定
め
る
同
も
あ
る
。

国
「
撤
阿
機
」

著
作
詩
が
、
確
信
の
変
更
等
を
浬
山
と
し
て
、
符
作
物
を
流
通
か
ら

撤
附
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
撤
制
権
」
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
(
い
つ
一
条
)
、

イ
タ
リ
ア
(

a

問
ム
木
)
、
エ
ジ
プ
ト
(
問
・
一
条
)
、
フ
ラ
ン
ス

(
.
1

一
条
問
)
、
ロ
シ
ア
で
五
条
一
一
)
、
日
本
(
八
問
条
一
二
)
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
(
瓦
六
条
)
、
ス
ペ
イ
ン
(

A

凶
条
六
六
ド
イ
ツ
(
問
A

一
条
)
、
ス

ロ
ヴ
エ
ニ
ア
(
二

O
条
)
が
定
め
て
い
る
c

「
撤
刷
機
」
も
、
定
の
範
附
で
認
め
ら
れ
る
権
利
で
あ
り
、

j
J

、
円
同
叶

ノ

nuト

前
提
に
は
、
積
一
大
な
人
絡
上
の
訓
脱
出
・
確
信
の
変
更
等
の
川
崎
山
が
あ
る

こ
と
(
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
日
本
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
)
、
生
じ
る
約
書
を
賠
償
す
る

こ
と
(
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、

日
本
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
}
、
撤

附
後
の
利
問
は
前
権
利
狩
を
優
遇
す
る
こ
と
(
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
)
等
が
、
挙
げ
ら
れ
て
い

るじ

そ
の

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
、
ロ
シ
ア

(
職
務
者
作
物
ス
ポ
ー
ラ
ン
ド
(
悠
築
表
作
物
、
川
悦
聡
党
著
作
物
)
、

ス
ロ
ヴ
エ
ニ
ア
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
悦
聴
覚
著
作
物
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
)
の
よ
う
に
、
特
定
の
著
作
物
を
対
象
か
ら
除
外
し
た

り
、
日
本
の
よ
う
に
、
対
象
と
な
る
符
作
物
を
出
版
物
に
限
定
し
、
複

製
権
者
に
の
み
権
利
の
行
使
を
法
め
る
、
極
め
て
限
定
し
た
「
撤
附
権
」

一
川
岨
日

を
定
め
る
関
も
あ
る
。

「
撤
州
権
」
に
つ
い
て
は
、
持
作
者
の
磯
信
の
変
史
は
、
新
た
な
者

作
物
の
公
衣
品
川
寸
を
通
じ
て
表
明
す
れ
ば
よ
く
、
著
作
物
の
撤
同
ま
で
認

め
る
必
裂
は
な
い
と
す
る
批
判
や
、
行
使
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
権
利

(
却

で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
撤
削
機
」
は
、
社
会

的
、
政
治
的
事
始
時
中
寸
か
ら
、
著
作
殺
に
は
「
撤
刷
機
」
の
行
伎
を
通
じ

て
の
み
、
そ
の
人
絡
側
依
を
保
護
す
る
こ
と
の
で
き
る
桜
限
的
な
状
況

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
で
あ
る
。



撤
削
権
を
行
使
す
る
朗
自
に
は
、
反
宗
教
的
な
見
解
を
示
し
て
い
た
者
の
改
宗
、

学
問
k
の
新
た
な
認
識
へ
の
到
迷
、
政
治
的
状
況
の
変
遷
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ち
}

矧
ア
ク
セ
ス
権

表
作
殺
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
や
希
少
な
機
製
物
へ
の
接
近
を
認
め
る
「
ア

ク
セ
ス
権
」
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
(
五
-
一
条
一
一
九
九
五
年
改
正
で
追

加
)
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
(
二
市
一
条
て
ロ
シ
ア
三
七
条
)
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

(
間
九
条
)
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
(
五
一
一
条
一
一
二
、
ス
イ
ス
(
一
四
条
二
、

ス
ペ
イ
ン
三
四
条
七
)
、
ド
イ
ツ
(
二

K
条
)
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
(
一
一
-

問
条
二
が
定
め
て
い
る
。

「
ア
ク
セ
ス
権
」
も
、
一
定
の
範
捌
で
認
め
ら
れ
る
機
利
で
あ
り
、

そ
の
前
提
に
は
、
複
製
、
翻
案
、
公
表
等
へ
の
目
的
の
限
定
(
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ス
ロ
ヴ
エ

ニ
ア
)
、
所
有
授
や
市
有
者
の
利
益
を
配
慮
す
る
こ
と
(
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
)
等
が
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

や
ロ
シ
ア
は
、
権
利
の
対
象
を
美
術
の
著
作
物
に
限
定
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

は
、
裁
判
所
の
判
断
を
ア
ク
セ
ス
の
前
提
に
し
て
い
る
。

ア
ク
セ
ス
権
は
、
符
作
符
と
そ
の
個
性
を
拐
、
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
等
の
作

品
と
の
人
絡
的
な
結
び
つ
き
を
保
護
す
る
機
利
で
あ
る
。
こ
の
権
利
に

拠
り
、
例
え
ば
、
作
品
燥
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
芸
術
家
は
、
手
離
し

た
れ
ら
の
作
品
に
ア
ク
セ
ス
し
、
複
製
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

凶
「
際
策
通
知
受
諸
機
」

紘
引
作
将
人
神
的
機
に
関
す
る
一
考
察
(
そ
の
二

)(4ρ
波
)

著
作
者
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
廃
棄
の
通
知
を
受
け
る
権
利
は
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
(
閥
九
条
)
、
ス
イ
ス
(
一
五
条
)
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
(
一
二
一
一
条
)
、

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
(
間
五
条
)
が
定
め
て
い
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
「
務
作
者
が
生
存
の
場
合
に
」
「
適
当
な
時
期
に
」

「
特
に
不
利
議
を
伴
わ
な
け
れ
ば
」
に
著
作
者
に
廃
棄
を
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
や
や
消
桜
的
に
定
め
て
い
る
が
、
ス
イ
ス
は
、
「
著

作
者
に
対
し
て
予
め
取
り
戻
し
を
申
し
出
る
こ
と
な
く
、
著
作
物
を
破

壊
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
「
取
り
戻
し
の
対
価
と
し
て
材
料
分
を
越

え
る
も
の
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
「
取
り
災
し
が
で
き
な
い

と
き
は
、
著
作
活
に
対
し
て
相
当
な
る
方
法
で
原
作
品
を
模
写
す
る
使

一
日
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
等
と
、
よ
り
積
紘
的
、
具
体
的
に
定

め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
建
築
の
鋭
利
作
物
に
つ
い
て
は
、
機
影
あ
る
い

は
模
写
の
み
を
掠
め
て
い
る
。

ス
ロ
ヴ
エ
ニ
ア
は
、
ス
イ
ス
に
様
め
て
類
似
す
る
規
定
を
定
め
て
い

る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
保
護
の
対
象
を
公
の
場
に
あ
る
美
術
の
著
作
物

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
限
定
し
て
い
る
。

「
廃
棄
通
知
受
諾
権
」
は
、
上
述
し
た
著
作
物
の
「
破
楠
明
か
ら
の
保
護

規
定
」
(
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
メ
リ
カ
)
と
比
べ
る
と
、
実
現
可
能
性
の

お
い
、
現
実
的
な
内
科
の
権
利
で
あ
り
、
多
い
に
注
目
さ
れ
る
権
利
で

{
自
国
ョ

あ
る
。
(
V
)

「
名
後
権
」

著
作
殺
の
名
山
嵐
官
(
又
は
声
援
)
を
ゆ
殺
す
る
方
法
に
よ
り
著
作
物
を
利

.、

.A官L

E
ノ
平
i



筑
波
法
政
第
-

A

ト
し
ハ
ザ
三
九
九
九

川
す
る
行
為
を
、
狩
作
宥
人
椛
権
へ
の
佼
や
が
と
み
な
す
「
名
川
公
権
」
を

定
め
て
い
る
の
は
、
紛
糾
問
(
九
一
条
占
一
)
、
日
本
(
一
崎
一
二
条
三
)
で

あ
る
の
ア
ジ
ア
に
位
蹴
す
る
両
国
が
、
新
し
い
拠
点
か
ら
「
統
制
作
物
の

利
別
に
よ
る
佼
符
」
を
保
謎
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ

る。
同

小

柄

表

(
3
)
は
、
新
し
い
内
谷
の
「
著
作
名
人
絡
権
」
(
「
修
正
椛
」
八

か
例
、
「
撤

M
権
」
…

O
か
閥
、
「
ア
ク
セ
ス
権
」
九
か
同
、
「
廃
楽
通

知
受
諸
機
」
問
か
問
、
「
名
存
権
」
-
一
か
附
)
を
定
め
て
い
る
の
は
、

も
っ
ぱ
ら
大
際
法
系
満
開
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
大
際
法
系
諸
凶
は
、
新
し
い
「
著
約
者
人
旅
権
」
を
、
利

川
権
符
や
所
・
一
付
符
枕
一
寸
の
J

比
胤
帽
を
配
慮
す
る
、
現
実
的
な
内
容
の
権
利
と

し
て
定
め
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
名
作
物
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
等
に
済

日
す
る
保
議
規
定
(
ア
ク
セ
ス
権
、
総
来
通
知
受
品
権
)
も
ん
パ
め
ら
れ

て
い
た
つ
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
諸
問
(
韓
関
、
日
本
)
が
、
著
作
物
の
利

川
に
よ
る
佼
告
に
対
し
て
、
新
た
な
悦
卜
H

…
を
加
え
た
保
護
を
定
め
て
い

る
こ
と
も
注
目
さ
れ
た
c

以
上
、
消
附
の
法
制
に
み
る
「
表
作
品
仰
人
神
的
権
」
に
つ
い
て
、
「
同

会
一
件
似
持
抽
仰
の
品
開
」
に
江
市
…
づ
く
比
較
、
「
そ
の
他
の
比
較
」
を
試
み
た
。

「
州
一
何
保
持
機
の
納
」
に
ぷ
づ
く
比
較
か
ら
は
、
ベ
ル
ヌ
条
約
が
諸

同
の
附
-
性
保
持
権
の
規
定
に
与
え
て
い
る
彩
称
、
英
米
法
系
訪
凶
と

-、品、
t
ノ
z
ノ

大
隊
法
系
訪
問
の
規
定
の
傾
向
、
保
護
を
広
げ
る
規
定
の
工
夫
、
類
似

す
る
規
定
を
定
め
る
グ
ル
ー
プ
の
作
花
、
同
‘
性
保
持
権
に
近
践
す
る

権
利
や
同
一
性
保
持
機
を
補
強
す
る
規
定
の
作
本
な
ど
が
明
ら
か
に

な
っ
た
コ

ま
た
、
「
そ
の
他
の
比
較
」
か
ら
は
、
新
し
い
内
谷
の
「
表
作
校
人

絡
機
」
が
専
ら
大
除
法
系
訪
問
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
利
別
総

符
等
の
ふ
り
A

坊
を
強
く
配
慮
す
る
権
利
内
市
什
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

注(l
)

山
川
稿
{
筑
波
法
政
円
一
号
)
一
六
氏
以
卜
。
∞
m
S
何
百
『

2
2ロ
・
寸
宮
∞

2
5

2
5
8
t
s
r
z
Z
M
g
z
a
s
n。
同
ピ

8
3ミ
ω誌
と
位
注
目
。
認
。
吋

Z

H
∞∞由
'
H
由∞由
u
H
U
∞
斗
唱
官
官
品
印
由
。
仲

mom-

(
Z
)

社
会
教
育
局
詩
作
権
謀
「
ベ
ル
ヌ
条
約
ブ
ラ
ッ
セ
ル
会
滋
議
事
録
」
(
仮

沢
)
昭
和
九
年
二
五
民
以
下
、

(
3
)

前
仰
向
日
げ

(
2
)
コ
七
只
ご

(
4
)

前
倒
竹
山

(
2
)
間
六
氏
、
一
〉
昭
広
島
国

E出
回
同
区
。
∞

E
E。
戸
時
間
。
口
同

O
B
E

N
R
F
5
2
8
《
凶
耳
切
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丘
ハ
回
目
立

S
F
5
2
d『
号
E
ロ
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民
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W
C戸

印

H

』
m
F
H
1岡
沼

時

H
b
w
H
由卓也
ω

H

凶
内

(
5
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∞
陸
自
目
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r
o
g
o口
一
m
Z
M肖
mw

口
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Z
Y
H
M
卓
司
品
川

〈
時
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前
仰
向
日
社

(
2
)
山
川
氏
っ
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前
倒
注
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